




The relationship among rumination, metacognitive variable of rumination, 















的な自己側面（Positive self-complexity : P-SC）と否定
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における反芻の頻度と強度に関する質問  ３）PBRS  ４）
NBDRQ  ５）DMMQ
分析方法：研究１の変数間の関連性が研究２においても示
されるかを検討するために相関分析を行った。
結果と考察：25名全員にスピアマンの順位相関分析を行っ
た結果，質問紙におけるSCと反芻の頻度との関連性が研究
１の結果を反映することが示された。また，SCと日常生活
場面数の相関は，ほとんど認められなかった。次に，質問
紙におけるSCを基準として，SC低群（12名：男性２名，女
性10名）とSC高群（13名：男性４名，女性９名）に分け，
層別相関分析と群間の相関係数の差の検定を行った。その
結果，研究１におけるSCの調整変数の役割については，反
芻の強度－DM・ポジティブなメタ認知的信念，DM－反
芻において認められることが示唆された。また，新たに，
SCはネガティブなメタ認知的信念－反芻の頻度・強度，
P-SC－反芻の頻度，N-SC－反芻の頻度・強度の調整変数
である可能性が示唆された。以上より，SCが反芻とメタ認
知的信念やDMへの関連性に影響を与えていることが示唆
された。そのため，SCが低い人への反芻の介入としては，
DM以外の介入法も有効である可能性が示唆された。
以上のことから，様々な自己側面への気づきが反芻とメタ
認知的信念やDMへの関連性に影響を与えていることが示
唆された。
